
奈良県のがん対策推進体制について

第３期 奈良県がん対策推進計画 概要

【計画の位置づけ、根拠法令等】 【計画期間】 平成３０年度から令和５年度までの６年間

がん対策基本法第１２条に基づく法定計画 【策定の趣旨】 国の第３期計画の考えに基づきつつ、県の第２期計画の現状と課題から
「なら健康長寿基本計画」「奈良県保健医療計画」と整合する計画 必要な取組を明らかにし、がん対策の総合的かつ計画的な推進を図る

分野別施策

全体目標

基本理念 がんにならない、がんになっても安心できる奈良県

１ がんにならない、がんで若い人が
亡くならない

２ すべてのがん患者とその家族の苦痛が
軽減され、安心、納得のいく療養生活を
送ることができる

３ すべての県民ががんを知り、がんと
向き合い、希望を持って暮らせる地域
共生社会をつくる

めざすところ 「がんで亡くならない県、日本一」

がん予防・早期発見

がん予防
めざす姿：県民ががん予防に取り組み、罹患が減少している。
・たばこ対策の充実
・健康的な生活習慣の普及
・感染症予防の充実

がん医療 がん患者等への支援

がんの早期発見
めざす姿：県民が質の高いがん検診を受診できている。
・がん検診の受診促進
・がん検診精度管理の充実 等

がん医療の充実
めざす姿：がん患者が、質の高いがん医療を受けることができている。
・がん医療提供体制の充実
・がん医療の質の向上
・患者目線でのがん診療情報の提供
・小児・ＡＹＡ世代のがん医療の連携促進

診断された時からの緩和ケア
めざす姿：がん患者等が、痛みやつらさが軽減され、療養生活に満足

している。
・緩和ケア提供体制の充実
・緩和ケアの理解促進と情報提供の充実

地域連携
めざす姿：がん患者が、自分の望む場所で療養生活を送ることがで

きる。
・拠点病院等の地域連携体制の充実
・在宅緩和ケア提供体制の整備及び充実

相談支援・情報提供
めざす姿：がん患者等が、必要な情報を受け取れ、悩みや疑問

が軽減している。
・相談支援機能の強化
・患者目線での情報提供の充実
・小児等世代に応じた相談支援体制の整備

がん患者の就労を含めた社会的問題
めざす姿：働く意欲のあるがん患者は安心して働くことがで

きる。
・がん患者の治療と仕事の両立等の相談支援体制の充実
・がん患者の治療と仕事の両立支援体制の整備

めざす姿：子どもの頃からがんに関する正しい知識を持ち、がん予防
や早期発見に注意を払っている。

・中学・高等学校におけるがん教育の充実
・小学校（高学年）における啓発活動の推進
・がん対策全般に関する普及啓発の推進

めざす姿：がん患者ががん登録データを活用した質の高いがん医
療を受けることができている。

・がん登録の精度向上
・がん登録データを活用したがん対策の検討・実施
・データを活用した情報提供等

がん教育・普及啓発 がん登録

これらを支える基盤整備

［数値目標］
がん75歳未満年齢調整死亡率 27％減少

72.3（H27）→ 52.8（R9）
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平成３１年度 奈良県がん関連事業について
がん対策関連予算 ３５２，９２２千円

（平成３０年度予算 ３７３,０４２千円）

■がん医療の提供 １０５,９７２千円 (Ｈ３０ ８９,１７９千円)

○がん診療連携拠点病院等機能強化事業 ６８,３１３千円 (Ｈ３０ ６９,１２４千円)

がん診療連携拠点病院等が、がん患者や家族等への相談支援、医療従事者に対する研修等を実施
する場合に補助

○がん患者に対する口腔ケア対策支援事業 １,６００千円 (Ｈ３０ １,６００千円)

医科歯科連携を進めるため、がん患者の口腔管理、口腔管理に関わる人材の育成や地域ごとのネッ
トワークの体制整備に対し委託

○看護職員資質向上支援事業 ６,１００千円 (Ｈ３０ ８,５５０千円)

認定看護師等の資格取得や特定行為研修の受講を支援する病院等に対し補助

○肝がん・重度肝硬変研究事業 ２９，９５９千円 (Ｈ３０ ９,９０５千円)

肝炎ウイルス起因の肝がん・重度肝硬変患者の入院にかかる医療費の一部を公費負担

■緩和ケア １８,３７１千円 (Ｈ３０ １７,１９６千円)

○地域連携・緩和ケア普及啓発事業 ６５１千円 (Ｈ３０ ８０５千円)

１）奈良県地域がん診療連携支援病院（２病院）に対し、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研
修会の委託

２）地域の診療所を対象としたがんの在宅緩和ケア研修会の実施

○訪問看護推進研修事業 ９９７千円 (Ｈ３０ １，３８８千円)

訪問看護を担う人材の育成・確保を図るための研修会等の委託

○訪問看護ステーション人材確保支援事業 １６,７２３千円 (Ｈ３０ １５，０００千円)

訪問看護ステーションでの人材の育成・確保、質の向上を図るため事業を実施する団体への補助

■地域連携

別 添
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■ならのがん医療見える化推進事業 ９,２３５千円 （H30 ８,９４６千円）

○がん診療情報見える化推進事業 ５,５５９千円 (Ｈ３０ ７,００３千円)

平成30年度に実施した分析や検証結果を基に、県内の拠点病院等の診療機能や実績等を県民にわ
かりやすく掲示するために、「がんネットなら」を改修し、公表する

○地域別がん対策見える化推進事業 ３,６７６千円 (Ｈ３０ １,９４３千円)

がんの死亡率・罹患率等について、がん関連データを用いた分析を実施し、分析結果に基づいた地域
における効果的ながん対策の取組を提案

3

■相談支援及び情報提供
■がん患者の就労を含めた社会的な問題

９５４千円 (Ｈ３０ ９１４千円)

○がん患者への支援推進事業 ４６４千円 (Ｈ３０ ５３７千円)

１）がん患者・家族への相談支援事業
・保健所における、がんピアサポーター・がん相談員を進行役とした患者サロン等の実施
・病院、保健所のがん患者サロン運営会議の開催

２）がん患者への就労相談支援事業
・就労支援関係者の情報交換会の実施
・事業者向けの研修会での周知

３）がん患者・家族への情報提供事業
・リレーフォーライフ奈良での啓発

○ライフステージ等に応じた相談体制整備事業 ２２０千円 (Ｈ３０ ３７７千円)

がん相談支援センター等相談員への研修会の実施
小児がん患者・家族の交流会の実施

○がんピアサポート支援活性化事業 ２７０千円

がん体験者の立場から悩みや不安にサポートできる人材としてピアサポーターを養成

■がん登録 ７,７９０千円 (Ｈ３０ ８,０２９千円)

○がん登録推進事業 ７,７９０千円 (Ｈ３０ ８,０２９千円)

全国がん登録・地域がん登録の実施

新
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■がん予防 １７７,８５９千円 (Ｈ３０ ２０６,４７６千円)

○奈良県たばこ対策推進員会 ３０７千円 (Ｈ３０ ２６５千円)

たばこ対策のあり方を総合的に検討、推進を行う。

○禁煙支援体制整備事業 ６６７千円 (H３０ ７４５千円)

１）禁煙支援ツールの提供 ２）専門職対象研修会
３）禁煙支援協力薬局の設置・普及

○未成年者喫煙防止対策事業 ３５５千円 (Ｈ３０ ５４０千円)

１）未成年者禁煙支援相談窓口の設置
２）学校での喫煙防止対策研修会

○たばこ対策市町村定着促進事業 ９８５千円 (Ｈ３０ １,０２４千円)

市町村のたばこ対策の充実を支援

○受動喫煙防止対策普及啓発事業 １,０６９千円 (Ｈ３０ １,２９１千円)

受動喫煙防止対策実施方針の策定及び普及啓発

○受動喫煙防止対策相談支援事業 ８,７２３千円

受動喫煙防止対策に関して各保健所に相談窓口を設置し、県民及び事業所等への相談支援を実施

○第３期食育推進計画強化事業 ７６４千円 (Ｈ３０ ６７４千円)

１）奈良県食育推進会議の開催 ２）保健所管内計画推進支援会議
３）市町村食育推進計画策定支援

○食育推進普及事業 ８４７千円 (Ｈ３０ １,４１９千円)

１）まほろば元気１００菜プロジェクト推進事業 ２）親子減塩教室の開催
３）食育推進ボランティア・推進リーダ－（管理栄養士・栄養士）のスキルアップ研修

○食育作文コンテスト事業 ５８０千円 (Ｈ３０ ４４６千円)

多くの世代が食について考え、関心を持つことを目的に、食育作文コンテストを実施

○やさしおベジ増しプロジェクト推進事業 １,００９千円

スーパーマーケット等の中食（そう菜等）の減塩・野菜増量化を推進

○健康ステーション運営事業 ２０,３０２千円 (Ｈ３０ ２０,０４６千円)

１）健康ステーション（橿原・王寺）の運営委託
２）「おでかけ健康法」普及啓発活動の実施

○健康ステーション市町村連携協働事業 ３,７０１千円 (Ｈ３０ ３,６７１千円)

１）市町村営の健康ステーション設置に要する経費の補助
２）健康ステーションの設置に意欲的な市町村へのアドバイザー派遣の実施

新

新
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■がん予防

○健康長寿情報発信事業 １,９６３千円 (Ｈ３０ １,５１８千円)

健康長寿応援サイト「すこやかネットなら」による健康づくり情報の発信等

○肝炎対策事業

（肝炎対策の推進・肝炎検査受診率向上事業・重
症化予防推進事業）

４，２８１千円 (Ｈ３０ ４，４４４千円)

１）検査希望者に対する無料での検査実施（保健所）や医療機関委託による検査実施体制の整備
２）肝炎陽性者に対し受信勧奨等のフォローアップを行い初回精密検査費用及び定期検査費用を
助成

○肝炎医療費公費負担事業 １２０，０５２千円 (Ｈ３０ １５８,１２５千円)

抗ウイルス治療等を必要とする肝炎患者の治療費の一部を公費負担

○肝炎患診療地域連携体制強化事業 １２，２５４千円 (Ｈ３０ １２,２６８千円)

拠点病院に対し、肝疾患相談支援センター事業、市町村へ技術支援と企業等への地域連携事業等
の経費の補助

■がんの早期発見 ３０,０６３千円 (Ｈ３０ ３９,２０１千円)

○奈良県がん予防対策推進委員会 ８４８千円 (Ｈ３０ １,０００千円)

奈良県がん予防対策推進委員会の開催

○検診精度向上事業 ６２７千円 (Ｈ３０ ９３６千円)

がん検診精度向上のための従事者研修会の実施

○「がん検診を受けよう！」奈良県民会議推進事業 ３,１８４千円 (Ｈ３０ ４,０００千円)

１０月１０日「がん検診を受けよう！」奈良県民会議総会の開催、啓発キャンペーン

○ヒトパピローマウイルス感染症予防接種後相談
事業

５５千円 (Ｈ３０ ８８千円)

相談窓口の設置し、患者の学習支援や教育現場との連携等、相談体制の整備

○石綿ばく露者の健康管理に係る試行調査事業 ２５,３４９千円 (Ｈ３０ ３３,１７７千円)

石綿ばく露の可能性のある県民を対象に、胸部ＣＴ検査等による健康管理を試行



■がんの教育・普及啓発 １,１８１千円 (Ｈ３０ １,０３０千円)

○がん教育総合支援事業 １,１８１千円 (Ｈ３０ １,０３０千円)

がん予防及び早期発見の重要性について理解を深めるため、がんに関する学習活動を推進

（「奈良県がんと向き合う日」にちなんだ取組・展開及び系統性のあるがん教育の検討、教員向け研
修会の開催、高等学校での外部講師を活用したがん教育）

■その他 １,４９７千円 (Ｈ３０ ２,０７１千円)

○奈良県がん対策推進協議会運営事業 １,４９７千円 (Ｈ３０ ２,０７１千円)

奈良県がん対策推進協議会、部会を開催
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地域医療関係（平成３１年度） 別添

事 業 名 事 業 内 容

在宅医療推進事業 １）在宅医療提供体制確立促進事業
•在宅医療の全県的な展開に向けて、県医師会における在宅医療
への参入促進などの取組に対し補助
•多職種による、県内在宅医療提供体制を充実させるための会議
体を運営
２）在宅医療広域連携支援事業
•保健所を中心として、複数市町村にまたがる医療介護連携の
ルールづくり等を支援

３１年度予算 １０,２３５千円
（３０年度 １４,０７８千円）

在宅歯科医療連携室
整備事業

○在宅歯科医療における医科や介護等の他分野との連携を図る
ため、在宅歯科医療連携室を運営

３１年度予算 ３,８００千円
（３０年度 ３,５００千円）

地域医療・介護関係（平成３１年度）

事 業 名 事 業 内 容
地域包括ケアモデルプ
ロジェクト推進事業

○地域包括ケアシステムの構築を促進するため、包括ケア推進
支援チームによりモデルプロジェクトを推進し、市町村の広域
連携の取り組みを支援

３１年度予算 ７２８千円
（３０年度 ７４０千円）

退院調整ルール推進事
業

○圏域を超えて入退院をする場合でも、円滑な情報共有による
退院調整が実施されるよう、退院調整ルールの広域的調整
等の取り組みを推進

３１年度予算 ８７９千円
（３０年度 ７２０千円）


